
海洋観測データベースと流通海洋観測データベースと流通海洋観測デ タ スと流通海洋観測デ タ スと流通
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国際的な枠組み国際的な枠組み
ユネスコ政府間海洋学委員会（ＵＮＥＳＣＯユネスコ政府間海洋学委員会（ＵＮＥＳＣＯ--ＩＯＣ）ＩＯＣ）

デデ国際海洋データ・情報交換システム（ＩＯＤＥ）国際海洋データ・情報交換システム（ＩＯＤＥ）

デ タ 情報交換

データ・情報交換

世界データセンター（海洋学）世界データセンター（海洋学）
ロシアロシア

デ タ

世界データセンター（海洋学）世界データセンター（海洋学）
中国中国
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（海洋学）（海洋学）
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世界各国
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世界各国世界各国の
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西太平洋地域西太平洋地域

西太平洋地域海洋データ情報ネットワーク西太平洋地域海洋データ情報ネットワーク
(ODIN(ODIN--WESTPAC)WESTPAC)の活動準備中の活動準備中(ODIN(ODIN WESTPAC)WESTPAC)の活動準備中の活動準備中

・国際情報ネットワークの強化・国際情報ネットワークの強化
・データの所在情報の流通促進・データの所在情報の流通促進



国内の海洋観測データの流通
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海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

海洋観測
・調査

観測データ

Ａ省庁 Ｂ省庁 Ｃ大学 Ｄ大学
Ｅ水産
試験場

Ｆ県
環境部

Ｇ研究所
（独法）

Ｉ企業Ｈ研究所

（研究・処理済み）データ・報告書の提供

日本海洋データセンター
（分類 品質管理 処理加 最終保管）（分類・品質管理・処理加工・最終保管）

フィードバック
オンライン提供（無料）
ホームページ、Ｊ-ＤＯＳＳ

オフライン提供
印刷物、ＣＤ-ＲＯＭ等

世界データセンター世界データセンター
（海洋学）アメリカ（海洋学）アメリカ

ボランティア
ベースの活動
ボランティア
ベースの活動 ユーザーへ

（海洋学）アメリカ（海洋学）アメリカ

WORLD OCEANWORLD OCEAN
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オンライン提供
ＪＯＤＣホームページ、Ｊ-ＤＯＳＳ、

Ｊ-ＤＯＳＳ
データダウンロードシステム検索画面
総データファイル数：約１３万ファイル総デ タファイル数：約１３万ファイル

日本海洋データセンター
（ＪＯＤＣ）ホームページ



On Line Service
Ｊ-ＤＯＳＳ Site (English)( g )

ＪＯＤＣ Home Page
(English)



Ｊ-ＤＯＳＳ内のデータ例
緯度経度１度内の海流デ タの頻度緯度経度１度内の海流データの頻度



Ｊ-ＤＯＳＳ内のデータ例
海洋観測データの測点分布

各層系デ タの観測点

青点： 最初にJODC
へ届いたデータ

赤点：世界データセンター
からのデータ

各層系データの観測点



J-DOSSに登録されている国別データ数の例
各層系データの国別測点数（観測年毎）

各層系データにおける国別測点数

各層系データの国別測点数（観測年毎）

140000

その他

100000

120000 ペルー

ニュージーランド

中国

80000

測
点

数

ドイツ

韓国

フランス

40000

60000

測

ニューカレドニア

英国

オーストラリア

20000

40000

カナダ

ロシア

米国

0

1
9
3
0

1
9
3
3

1
9
3
6

1
9
3
9

1
9
4
2

1
9
4
5

1
9
4
8

1
9
5
1

1
9
5
4

1
9
5
7

1
9
6
0

1
9
6
3

1
9
6
6

1
9
6
9

1
9
7
2

1
9
7
5

1
9
7
8

1
9
8
1

1
9
8
4

1
9
8
7

1
9
9
0

1
9
9
3

1
9
9
6

1
9
9
9

2
0
0
2

2
0
0
5

米国

日本

観
測

年



J-DOSSに登録されている項目別データ数の例
各層系データの項目別データ数（観測年毎）

各層系データにおけるデータ項目別測点数

各層系デ タの項目別デ タ数（観測年毎）
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国内の海洋調査・観測計画数の推移
（調査船航海数＋固定観測点件数）

国 内 の 機 関 が 策 定 した 海 洋 調 査 ・観 測 の 計 画 数 の 推 移
（JODCへ 提 出 が あ っ た も の ）

（調査船航海数＋固定観測点件数）

（JODC 提 出 が あ っ た も の ）
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J-DOSSの利用状況１
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利用目的別（2006年）

その他 海洋資源

（ダウンロード回数で集計）J-DOSSの利用状況２
利用機関 利用目的 防災

6.8%レジャー
1.2%

環境保全

その他
10.0%

海洋資源・
空間利用

11.5%

利用機関、利用目的
（2006年の例）

1.8%

調査研究・
技術開発利用機関別(2006年) 技術開発

68.7%

利用機関別(2006年)

民間企業 個人

（ダウンロードユーザー数で集計）

民間企業
18.4% 14.3%

教育機関
2.6%

官公庁
12.2%

大学・試験研
究機関
52.5%



海洋観測デ タ流通の問題点海洋観測データ流通の問題点

海洋調査観測の実施機関の独立行政法人化海洋調査観測の実施機関の独立行政法人化

などにより、データの提供者側の事情が変化

海洋 観 が 減海洋の調査・観測活動が２００４年頃から減少

ＪＯＤＣへ集まる海洋観測データ量が減少ＪＯＤＣへ集まる海洋観測デ タ量が減少

提出されるデータ形式と精度が統一されてい
なく デ タ処理が必要なため デ タベ スなく、データ処理が必要なため、データベース
サイトへの登録には時間がかかる。



海洋の温室効果ガスの観測データと流通の現状
研究の紹介
「海洋の二酸化炭素吸収量解明のための海洋二酸化炭素関連物質データ

ベースに関する研究」（平成13～15年環境省地環費）海洋の二酸化炭素のデータ
（ＪＯＤＣに届いているもの）

ＪＯＤＣに届いているデータ

海洋二酸化炭素とそのデータ解析に必要な関連物質（溶存塩類など）の
データベースの在り方データベースの在り方について、研究した。

（ＪＯＤＣに届いているもの）

ＪＯＤＣに届いているデ タ
・気象庁
・東京大学海洋研究所

国立環境研究所が
北米航路の定期船を
利用して収集した
ＣＯ2データの例ＣＯ2デ タの例

1995-2003年1～3月
の平均

流通と利用の枠組みが未確立

ＪＯＤＣはデータベース未構築

同

1995-2003年7～9月
の平均




